
バキュームピックアップ付
SMDリワークステーション

取扱説明書
●

このたびはハッコー FR-803Bをお買い求めいただき
まことにありがとうございます。

この商品はバキュームピックアップ内蔵・
マニュアル/オートモード切換・デジタル制御などを
特徴としたSMDリワークステーションです。

この説明書をお読みになり､正しくお使いください。
お読みになった後も､後日お役に立ちますので

大切に保管しておいてください。
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1. セット内容
ハッコー FR-803Bステーション........................... 1
電源コード................................................................. 1
こてホルダー.............................................................. 1
パッド（φ3、φ5、φ7.6）.......................................各2
こて用バキュームパイプ調節ツマミ（大）............... 1
カード......................................................................... 1

中継コード................................................................１
取扱説明書................................................................ 1
※	 この商品にはノズルが含まれておりません。
　	 ICに合わせたノズルを別途お買い求めくださ
い。

まず最初にセットの内容をご確認ください。

カード

ハッコー FR-803Bステーション

こてホルダー

2. 仕様
品名 ハッコー FR-803B
電源 ＡＣ100Ｖ　50/60Ｈｚ
消費電力 310 Ｗ

●ステーション部
消費電力 30 Ｗ（待機電力100〜120V 4W）
流量風量 5ℓ/min〜20ℓ/min
設定温度 100〜500℃ /200〜930°Ｆ

（センサー部）
モード マニュアル/オート
ファイル/ステップ 50ファイル/3ステップ
外形寸法 160（Ｗ）×145（Ｈ）×230（Ｄ）ｍｍ
重量 5 kg

●こて部
消費電力 270 W
全長(除コード) 200 (L) mm
重量(除コード) 200 g
注記：
※	本製品は静電気対策されています。
※	仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあり
ますが、あらかじめご了承ください。

■	 静電気対策品への取り扱い注意
本製品は、プラスチックへの導電性付与、こて部・ステーショ
ン部の接地といった静電気対策が施されていますので、下記の
注意を厳守してください。
1.	グリップなどのプラスチックは、絶縁物ではなく導電性プラ
スチックです。修理時には十分注意を払い、活電部の露出・
絶縁材の損傷がない様部品交換、修理を行なうこと。

2.	必ず接地して使用すること。

パッド各２

電源コード

バキュームパイプ調節.
ツマミ（大） 中継コード
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3. 安全及び取扱い上のご注意
この説明書では､注意事項を下記のように｢警告｣｢注意｣の2つに区分して表示しています｡内容をよ
く理解されてから本文をお読みください。

 警　告：	 誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

 注　意：	 誤った取扱いをすると､人が傷害を負う可能性が想定される内容およ
び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

  警  告
●	作業終了後、自動的に冷却を行いますので、ポンプが止まるまで（  が表示されるまで）絶対
に電源を切らないでください。ヒーター制御機能が故障する恐れがあります。

●安全のため以下の注意事項を必ず守ってください。

  注  意
電源を入れると、熱風及びノズル付近の温度は100〜500℃の高温に達します。
取扱いを誤ると、やけど・火災の恐れがありますので、以下の注意事項を必ず守ってください。

●	熱風やノズル周辺の金属部分に触れない。
●	引火性のあるガスや材料、燃えやすいものの近くで使用しない。
●	ノズルを人や顔に向けない。
●	周囲の人に｢高温につき危険である｣ことを知らせる。
●	使用を中断･終了する時や､その場を離れる時は電源を切る。
●	部品交換時や収納時は本体を冷却してから電源スイッチを切り行う。
●	管理責任者の許可なく、経験や知識のない者(子供を含む)が、この製品を使用しないように注意
してください。

●	子供がこの製品で遊ばないように注意してください。

●事故や故障につながりますので､以下の注意事項を必ず守ってください。

●	こて部を作業台に打ちつけるなど強い衝撃を与えない。
●	必ず接地して使用する。
●	ポンプ及びバキュームポンプは分解しない。
●	本品を改造しない。
●	交換部品には､純正部品を使用する。
●	水につけたりぬれた手で使用しない。
●	コードの抜き差しはプラグを持って行う。
●	長時間バキュームポンプをONにしない。
●	作業する際、よく換気する。
●	その他危険と思われる行為は行わない。
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4. 各部名称
ステーション部

こて部

こてホルダー

ヒューズ ⑩電源スイッチ

インレット

カード挿入口

こてホルダー取付用
ねじ

③流量計

①ファイルナンバー表示 ②温度/タイマー表示

こてホルダー取付用
ねじ

④ステップ表示

⑤流量調節ツマミ

⑥モード選択ボタン⑧バキュームインジ
ケーター

③センサー（内部）

②バキュームパイプノズル（別売）
①パッド

⑤バキュームパイプ調節ツマミ

④HOT AIRボタン ⑥VACUUMボタン

⑨設定ボタン

⑦オート、マニュアルインジケーター

ジャック
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ステーション部
①	ファイルナンバー表示

②	温度/タイマー表示

注意
表示及び設定温度はセンサー部での
温度です。

③	流量計

④	ステップ表示

⑤	流量調節ツマミ

⑥	モード選択ボタン	

⑦	オート、マニュアルインジケーター

⑧	バキュームインジケーター

⑨	設定ボタン	

⑩	電源スイッチ

こて部
①	パッド

②	バキュームパイプ

③	センサー（内部）

④	HOT AIRボタン	
	

	
	
	
	

⑤	バキュームパイプ調節ツマミ

⑥	VACUUMボタン

AUTOモード時にファイル1〜50の表示をします。

AUTOモード時にステップ毎に温度とタイマー時間の表示をし
ます。
MANUALモード時は、温度表示をします。

風量を示します。

AUTOモード時は、ステップ毎に点灯します。

風量の調節を行います。5〜20ℓ/minの風量設定が可能です。

モードの表示と選択を行います。MANUAL、AUTOモードを
切替えます。

選択されているモードが点灯します。

バキュームポンプが動作した時に点灯します。

ファイルナンバー、温度、タイマーなどの設定、決定また確認に
使用します。

電源の入・切を行います。

部品を吸着します。

先端にパッドを取り付けます。

熱風の温度を感知します。

● MANUALモード時.
熱風の吹き出しを開始します。.
もう一度押すとクールダウンを始め、100℃になると停止しま
す。

● AUTOモード時.
プログラムをスタートさせます。.
もう一度押すとクールダウンを始め、100℃になると停止しま
す。

バキュームパイプの長さを調節します。

バキュームポンプの入・切を行います。
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5. 準備ｰ組み立てと接続
A.	ステーション部の組み立て

●	こてホルダーの取り付け
本体横のこてホルダー取付用ねじをはずし
ます。こてホルダーを本体に取り付けます。
（図1）
（左右どちらでも取り付け可能です。）

B.	こて部の組み立て
注記：
付属のバキュームパイプ調節ツマミ（大）をこて部
に取り付けて使用することも可能です。（図2参
照）

●	バキューム機能が使用できるノズル（21
ページ参照）を使用する場合

1.	ノズルの取り付け
a．	 バキュームパイプ調節ツマミでバキ
ュームパイプを出します。（図3）

b．	 ノズル内側のねじ（Ｍ3×5）をはず
します。（図4）

c．	 ノズルの取付用ねじをゆるめます。
バキュームパイプをノズルの穴に通
しノズルを取り付けます。（図5）

d.	ノズルの取付用ねじを締めます。

2.	パッドの取り付け
a.	 パッドを取り付けます。(図7)
b.	適当な位置に調節します。
	 パッドは出来るだけ短く出して使用
してください。

注意
ノズルやパッドは高温となります。交換する場合は、冷却し
てから交換してください。

注意
●バキュームパイプ
無理な力をかけないでください。
ノズルを取り付けていない時は最短まで縮めてご使用く
ださい。（図6）

注意
●パッド
パッドは消耗品です。劣化したら取り替えてください。高
温にさらすと劣化が進むので、作業終了後こまめに冷却
してください。

（図1）

（図3）

（図2）

M3×5

（図5）

（図6）

（図7）

取付用ねじ

（図4）
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●	バキューム機能が使用できないノズル（22
ページ参照）を使用する場合
1.	ノズルの取り付け
a．	 バキュームパイプ調節ツマミでバキ
ュームパイプを最短まで縮めます。
（前ページ図6）
b．	 ノズルの取付用ねじをゆるめます。ノ
ズルを取り付けます。.
（前ページ図5）
c．	 ノズルの取付用ねじを締めます。

注意
パッドは使用できません。

●	FR-820の接続
別売りのFR-820と、中継コードで接続す
ることにより、AUTOモード時に同時使用
が可能となります。

注意
接続は電源が入っていない状態で行なってくださ
い。

C.	接続・電源を入れる

1.	電源コードをステーション後面のインレッ
トに接続します。（図8）

2.	こて部をこてホルダーに置きます。（図9）
3.	電源プラグをコンセントに差し込みます。
4.	電源スイッチをONにします。

注意
本品は静電気対策されていますので、必ず接地してくださ
い。

注意
使用しない時は、こて部をこてホルダ
ーに置いてください。

（図9）上から見た図

（図8）
電源コード

インレット
電源スイッチ

こてホルダー

ジャック

中継コード
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6. 使用方法
A.	モードの選択

カードをステーションのカード挿入口に差し込み
モード選択ボタンにより使用するモードを選びま
す。（図10）
ハッコー FR-803Bは使用方法により2つのモー
ドを選択することが出来ます。AUTOモードには、
INSTALLとREMOVEがあります。

●	MANUALモード
送風開始や、バキュームポンプの動作を全
て手動で行うモードです。

注意
タイマー設定等はできません。

●	AUTOモード
・	 INSTALLモード
部品を取り付ける時に使用します。バキ
ュームポンプは自動的にＯＦＦになりま
す。

・	 ＲＥＭＯＶＥモード
部品を取りはずす時に使用します。バキ
ュームポンプは自動的にＯＮになりま
す。

INSTALLモードとは、手動によりバキュームで部
品を吸い上げた状態でAUTOモードをスタートさ
せ、一定の時間経過(スタート後5秒)後バキュー
ムを自動的にOFFにし、部品を基板上に実装しま
す。あらかじめ下記の温度プロファイルを設定しま
す。

REMOVEモードとは、ホットエアーによってはん
だを溶かした部品を自動的にバキュームをONに
して、部品を吸い上げるモードです。
最終ステップ終了10秒前から自動的にバキュー
ムをONにし、ブザー音を出力します。
あらかじめ下記の温度プロファイルを設定します。

（図10）

ステップ1 ステップ2 ステップ3 クールダウン

エ
ア
ー
温
度

INSTALLモード時の.
バキュームポンプOFFのタイミング

スタート

時間

温度
上昇
中

温度安定

温度
上昇
中

温度安定

温度安定

温
度
下
降中

100℃まで降下
しましたら自動的
に停止します。

オープンドタイマー
時間

クローズドタイマー時間

温度
上昇
中

10秒

REMOVEモード時のバキュームポンプONのタイミング

5秒

※	REMOVEモード時はバキュームポンプを
手動でOFFにしてください。
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B.	MANUALモードの使用方法

温度/タイマー表示は  を表示します。温度
は出荷時300℃に設定されています。変更は9ペ
ージ参照。

●	送風
1.	スタート
こて部のHOT AIRボタンを押すと送風を
開始します。熱風がノズル先端より吹き出
し、設定温度に温度制御されます。

2. ストップ
もう一度HOT AIRボタンを押すと、ヒータ
ーへの通電はストップし、クールダウンを始
め、100℃になると停止します。送風を停
止後、温度/タイマー表示は  を表示
します。

注記：
強制エアーOFF機能がONの場合、表示温度が
380℃未満であれば、再度HOT AIRボタンを押す
ことで、送風が停止します。

●	バキューム機能

パッドに部品を密着させます。
1.	スタート
こて部のVACUUMボタンを押すと、バキュ
ームポンプがONになり、部品を吸着しま
す。

2.	ストップ
バキュームポンプをOFFにするには
VACUUMボタンを押します。

注意
熱風やバキュームを止める時は  が表示される
まで電源スイッチを切らないでください。故障の原因にな
ります。

設定温度を確認する場合
ボタンを押します。

注意
吸着した部品は高温になっていますので部品を取り外す際
にはご注意くだい。

HOT AIRボタン

VACUUMボタン
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6. 使用方法
C.	MANUALモードの温度変更方法
注意

カードをカード挿入口に入れ、MANUALモードにしてから
行ってください。

温度の設定変更
注意

温度設定範囲は
　100℃〜500℃（200° F〜930° F）

●	設定範囲を越える数値を入力すると再度、
3桁目の入力に戻ります。正しい数値を入
れ直してください。

●	表示及び設定温度はセンサー部での温度
です。（同一設定でもノズルサイズにより吹
き出し温度は変化します。）

●	初期設定は300℃に設定されています。
例：300℃から450℃に変更する場合
1.	設定ボタンの  ボタンを1秒以上押す。
●	表示部の3桁目が点滅します。これで温度
設定モードに入り、3桁目が入力可能であ
ることを示します。

2.	3桁目の入力
●	  または  ボタンを用い3桁目の数値
を決定します｡希望の数値が表示されたら 
 ボタンを押します｡点滅が2桁目に移

ります。
3.	2桁目の入力
●	  または  ボタンを用い2桁目の数値
を決定します｡希望の数値が表示されたら 
 ボタンを押します。点滅が1桁目に移り

ます。
4.	1桁目の入力
●	  または  ボタンを用い1桁目の数値
を決定します｡希望の数値が表示されたら 
 ボタンを押します。  が表示され

設定変更が完了しました。

注意
温度設定を最後までせずに（  が表示されない
まま）電源を切ると､新しい設定温度は記憶されません。

または ボタンを押す

ボタンを一度押す

ボタンを1秒以上押す

または ボタンを押す

ボタンを一度押す

ボタンを一度押す
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D.	AUTOモードの使用方法
注意

必ず ボタンを押してAUTOモードにしてください。。

温度プロファイルは1〜3まで初期設定されてい
ます。変更する場合は13ページをご参照くださ
い。

1.	ファイルの呼び出し

注意
カードは必ず差し込んでおいてください。

 または  ボタンを用いファイルナン
バーを呼び出します。

注記：
ファイルナンバーを変更しない場合はカードは必
要ありません。

希望のファイルナンバーで ボタンを押し
ますと、ファイルナンバーの変更が完了しま
す。

2.	こて部のHOT AIRボタンを押すと送風が
始まって温度プロファイルの設定でスター
トします。

注記：
FR-820を中継コードで接続していますと、HOT 
AIRボタンを押すことでFR-820からも送風が始ま
ります。
クールダウンが始まった段階で、FR-820も同じよ
うにクールダウンを開始します。

3.	ステップがすべて終了しますと自動的に停
止します。

 

または ボタンを押す

ステップ１.

温度表示.

温度表示.

タイマー.

タイマー.

温度表示.

タイマー.

ステップ２.

ステップ3

クールダウン.

温度上昇中.

タイマー作動中.

温度上昇中.

タイマー作動中.

温度上昇中.

タイマー作動中.

温度降下中.

ボタンを押す
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6. 使用方法
D-1 AUTO/INSTALLモードでの使用方法

●	INSTALLモードの動作
このモードのプロセスは
①	バキュームON（手動）
②	スタート／熱風吹き出し（手動）（ステップ
/スタート）

③	5秒後バキュームＯＦＦ
④	ステップ1動作
⑤	ステップ2動作
⑥	ステップ3動作
⑦	クールダウン動作

注記：
ステップ1〜50まで設定できます。

●	取り付け
●	基板のセット
基板にクリームはんだ等を適量塗布します。
①	部品の吸着・位置決め
こて部のVACUUMボタンを押します。取り付
ける部品をパッドに吸着させ基板上に位置決
めします。（図1）

②	スタート（加熱）
こて部のHOT AIRボタンを押します。熱風が
吹き出し、はんだを溶かします。あらかじめプロ
グラムされた温度プロファイルに従って動作し
ます。（図2）

注意
プログラムを中止したい場合は、HOT AIRボタンを押
します。冷却を開始します。

③	バキュームストップ
5秒後にバキュームがOFFになり吸着をはず
します。（図3）

④	ストップ
ステップ動作完了になると冷却を開始します。 
はんだが固まったことを確認後、上げます。.
（図4）

注意
熱風を用いたはんだ付けには、多くの長所がある一方、
はんだボールの発生やブリッジなどのはんだ付け不良
を引き起こす可能性もあります。作業にあたっては諸条
件の十分な検討をお勧めします。

設定温度を確認する場合 ボタンを押します。変更し
たい場合は13ページのAUTOモードの設定方法に従い
変更します。

インストールモードは手動によりバキュームで部品を吸
い上げた状態でこて部のHOT AIRボタンを押し5秒後
にバキュームが自動的にOFFにし部品を基板上に実装し
ます。

②①

④③

図1 図2

図3 図4

バキュームOFF
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D-2 AUTO/REMOVEモードでの使用方
法

●	REMOVEモードの動作

このモードのプロセスは
①	スタート／熱風吹き出し（手動）
②	ステップ1動作
③	ステップ2動作
④	ステップ3動作
⑤	最終ステップ終了10秒前から自動的にバキュ
ームONにし、1秒間隔の単音が鳴なり、終了
前2秒間は連続音が鳴ります。

⑥	バキュームＯＦＦ（手動）
⑦	クールダウン動作

注記：
ステップ1〜50まで設定できます。

●	取り外し

●	部品のセット
取り外す部品の上にノズルとパッドをセットし
ます。（図1）

①	スタート（加熱）
こて部のHOT AIRボタンを押します。熱風が
吹き出し、はんだを溶かします。あらかじめプロ
グラムされた温度プロファイルに従って動作し
ます。（図2）

注意
プログラムを中止したい場合は、HOT AIRボタンを押
します。冷却を開始します。

②	部品の吸着
タイマーが残り10秒になるとバキュームが自
動的にONになり、部品を吸着します。こて部を
持ち上げ、基板から部品を取り外します。（図
3）

③	吸着した部品の取り外し
吸着した部品を取り外すため、VACUUMボタ
ンを押します。（図3）

④	ストップ
その後、ステップ動作完了になると冷却を開始し、
100℃で送風が停止します。（図4）

設定温度を確認する場合 ボタンを押します。変更し
たい場合は13ページのAUTOモードの設定方法に従い
変更します。

リムーブモードは、ホットエアーによってはんだを溶かし
た部品を自動的にバキュームをONにして、部品を吸い上
げるモードです。
最終ステップ終了10秒前から自動的にバキュームをON
にし、ブザー音を出力します。またバキュームLEDを点灯
します。

注意
タイマーが残り10秒以上の時バキュームボタンを押すと
バキュームポンプがONになります。もう一度VACUUMボ
タンを押すと停止します。

注意
基板に残ったはんだは劣化しています。はんだ除去器やウイ
ックで除去してください。

②①

④③

図1 図2

図3 図4
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6. 使用方法
E.	AUTOモードのファイルの変更方法
注意

カードをカード挿入口に差し込んでから行ってください。

ファイルの初期設定
モード インストール
ステップ1 設定温度タイマー時間 200

30
ステップ2 設定温度タイマー時間 250

30
ステップ3 設定温度タイマー時間 300

30

例：ファイル2を下記のように変更する場合
ファイル2

モード リムーブ
ステップ1 設定温度タイマー時間 250

25
ステップ2 設定温度タイマー時間 250

30
ステップ3 設定温度タイマー時間 320

25

1.	  ボタンを1秒以上押すと、ファイルナンバー
表示部が点滅し、  または  ボタンでファ
イルナンバーを選択します。希望のファイルナ
ンバーが表示されましたら  ボタンを押しま
す。INSTALLまたはREMOVEの選択モー
ドに入ります。

2.	  または  ボタンを用い、  が表示さ
れましたら  ボタンを押し、決定します。.
ステップ選択モードに入ります。

3.	  または  ボタンでステップを選択しま
す。希望のステップを表示し、  ボタンを押
し、決定します。これでステップ1の温度設定モ
ードに入ります。

または ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを1秒以上押す

注意
温度設定範囲は
　100℃〜500℃（200° F〜930° F）
時間設定範囲は
　0秒〜300秒（0分〜5分）

●	設定範囲を越える数値を入力すると再度、3
桁目の入力に戻ります。正しい数値を入れ直し
てください。

●	表示及び設定温度はセンサー部での温度です。
（同一設定でもノズルサイズにより吹き出し温
度は変化します。）

●	時間の設定を０秒とした場合、そのステップは
キャンセルされます。

ボタンを押す

または ボタンを押す

ボタンを押す



14

4.	ⓐ	温度/タイマー表示部の3桁目が点滅しま
す。  ボタンを押して決定します。点滅が
2桁目に移ります。

	 ⓑ	2桁目の入力
 または  ボタンを用い2桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。点滅が1桁目
に移ります。

	 ⓒ	1桁目の入力
 または  ボタンを用い1桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。ステップ1の
タイマー時間の設定モードに入ります。

5.	ⓐ	温度/タイマー表示部の3桁目が点滅しま
す。  ボタンを押して0分を決定します。
点滅が2桁目に移ります。

	 ⓑ	2桁目の入力
 または  ボタンを用い2桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。点滅が1桁目
に移ります。

	 ⓒ	1桁目の入力
 または  ボタンを用い1桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。これでステッ
プ選択モードに入ります。

6.	  または  ボタンでステップを選択しま
す。ステップ2では変更がありませんのでステ
ップ3を選択します。希望のステップを表示し、
 ボタンで決定します。ステップ3の温度設

定モードに入ります。

 

ボタンを押す

または ボタンを押す

ボタンを一度押す

ボタンを一度押す

ボタンを一度押す

または ボタンを押す

ボタンを一度押す

または ボタンを押す

ボタンを一度押す

または ボタンを押す

または ボタンを押す

ボタンを一度押す
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6. 使用方法
7.	ⓐ	温度/タイマー表示部の3桁目が点滅しま

す。  ボタンを押して3桁目を決定しま
す。点滅が2桁目に移ります。

	 ⓑ	2桁目の入力
 または  ボタンを用い2桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。点滅が1桁目
に移ります。

	 ⓒ	1桁目の入力
 または  ボタンを用い1桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。これでステッ
プ3のタイマー時間の設定モードに入りま
す。

8.	ⓐ	温度/タイマー表示部の3桁目が点滅しま
す。  ボタンを押して3桁目を決定しま
す。点滅が2桁目に移ります。

	 ⓑ	2桁目の入力
 または  ボタンを用い2桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。点滅が1桁目
に移ります。

	 ⓒ	1桁目の入力
 または  ボタンを用い1桁目の数値

を決定します。希望の数値が表示されまし
たら、  ボタンを押します。
ステップ3の温度とタイマーの設定が終了
し、ステップ選択モードに入ります。

または ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

または ボタンを押す

ボタンを押す
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ボールの中心を読み
ます。

右にまわすと流量が増えます。
左にまわすと減ります。

 
9.	ファイルの書き込み
	  ボタンを1秒以上押すとファイル書き込み
モードに入ります。.
書き込む場合は  または  ボタンを用い
て   を選択して  ボタンを押します。.
ファイルの書き込みが終了します。

注記：
 を選択した場合は、データは変更前に戻り、ファ

イルナンバー選択モードになります。

※	AUTOモード使用時のファイルの選択はされていま
せん。使用するファイルを選択してスタートしてくださ
い。

F.	流量調節方法

熱風の流量を流量計を見ながら調節します。
調節範囲は5ℓ/min〜20ℓ/minです。

注意
流量調節ツマミをまわす時、無理な力でまわし切らない
でください。

G.	設定の確認方法

ボタンを押す

ボタンを1秒以上押す

ボタンを押す

モード表示

STEP1、温度の確認

STEP1、時間の確認

STEP2、温度の確認

STEP2、時間の確認

ボタンで次へ

ボタンで次へボタンで次へ

ボタンで温度表示に戻る

●どの状態の時でも、ボタン入力が2秒以上ないとき、通常の状態へ戻る。

ボタンで温度表示に戻る

STEP3、温度の確認

STEP3、時間の確認

ボタンで次へ

ボタンで温度表示に戻る

　　　ボタンで
STEPの変更

　　　ボタンで
STEPの変更

　　　ボタンで
STEPの変更

（INSTALL / REMOVEの確認）

注記： マニュアル設定時は温度の確認になります。

AUTOモード時の設定
あらかじめ確認したいファイルNo.を選択してお
く。

 または  ボタンを押す
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7. パラメーター

●	パラメーターの変更方法

パラメーターモードに入るには  と  ボ
タンを押しながら電源スイッチを入れてくださ
い。
1.	℃ /℉の切換え

 または  ボタンを押してC/Fを選択
しましたら  ボタンを押して決定します。

2.	パワーセーブ時間の切換え
 または  ボタンを押して30分、60

分または∞を選択し、  ボタンを押して決
定します。

3.	タイマー表示単位の切換え
 または  ボタンを押してn/sを選択

し、  ボタンを押します。
4.	カウントダウン方法の切換え

 または  ボタンを押して0/Cを選択
し、  ボタンを押します。（P．７の表を参
照）

5.	カードロック機能の切換え
 または  ボタンを押して1/2を選択

し、  ボタンを押します。
パラメーター入力モードを終了し、  
表示後通常のモードに戻ります。

注意
パラメーター設定を最後までせず（  が表示さ
れないまま）に電源を切ると新しいパラメーターは記憶
されません。

パラメーター パラメーターの表示 初期設定
℃ /℉切換え ℃ /℉ C（℃）
パワーセーブ時間（30分/60分/∞） 30/60/oo 30（30分）
タイマー表示単位（分/秒） n/s n（分）
カウントダウン方法の切換え.
（オープンドタイマー /クローズドタイマー）

o/c o.
（オープンドタイマー）

カードロック機能の切換え.
（ノーマル/簡易ロック）

1/2 1.
（ノーマル）

強制エアーオフの切換え 0/1 0（OFF）
※簡易ロックはAUTOモード時のファイルナンバーの変更がカードを差し込まずに可能です。
※強制エアーオフ機能がONになっていても、380℃以上では機能が働かないようになっています。

注意
カードを必ずカード挿入口に差し込んでから行ってくださ
い。

ボタンを押す

または ボタンを押す

または ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す
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●	イニシャルリセットの方法
注意

カードを必ずカード挿入口に差し込んでから行ってくださ
い。

   ボタンを押しながら電源スイッチを入
れると工場出荷時の初期設定値になります。モー
ド表示はMANUALになります。

8. オフセットの設定方法
注記：
ノズルの大きさなどによって吹き出し口の温度が変わりま
す。オフセット温度を決定できます。

注意
MANUALモードに切り替えてから行ってください。
AUTOモードでは操作ができません。

カードを必ず入れてください。

1.	  ボタンを1秒以上押す
オフセット入力モードに入ります。

2.	オフセット値を入力します。
入力可能な範囲は-50〜+50℃（° Fモード
時は-90〜+90° Fです。）

3桁目の入力
ⓐ	  または  ボタンを用い、3桁目の数値を
決定します。入力可能な数値は0（プラスの場
合）と-（マイナスの場合）です。（° Fモードも
同じです。）０または-を選択し、  ボタンを
押します。点滅が2桁目に移ります。

2桁目の入力
ⓑ	  または  ボタンを用い、2桁目の数値を
決定します。希望の数値が表示されたら  ボ
タンを押します。点滅が1桁目に移ります。

1桁目の入力
ⓒ	2桁目の入力と同様の操作を行います。希望の
数値を選択後、  ボタンを押します。  
の設定温度が表示され、設定変更が完了しま
した。

または ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを1秒以上押す

または ボタンを押す

ボタンを押す

ボタンを押す

または ボタンを押す

●	工場設定
工場出荷時には、次の値にセットされています。
<MANUALモードの場合>
温度 300℃
オフセット値 ０
<AUTOモードの場合（全てのファイル）>
モード INSTALL
ステップ1 設定温度

タイマー時間
200℃
30

ステップ2 設定温度
タイマー時間

250℃
30

ステップ3 設定温度
タイマー時間

300℃
30
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9. メンテナンス/点検方法
●	ヒーター・センサー切れ

①	こて部を開ける。
1.	バキュームパイプを最短まで縮めます。
2.	チューブを下にずらします。
3.	こて部を止めている3本のねじをはずし
ます。

4.	パイプをグリップの突起からはずし、パ
イプを抜きます。

注意
パイプ内部に石英ガラスと断熱材が入っています。
落としたり、紛失しないようにしてください。

5.	ヒーター・センサーコネクターをはずし、
ヒーターを抜き取ります。

注意
バキュームパイプに無理な力をかけないでくださ
い。

②	抵抗値を計る。
1.	センサーの抵抗値 ａ を計ります。正常
値は0Ωです。

2.	ヒーターの抵抗値 b を計ります。正常
値は約33Ω（±10％）（100−120Ｖ）
です。

　（常温時）
抵抗値が異常な場合は交換してください。
（交換方法は交換部品付属の説明書を参
照してください。）

●	ヒューズ交換方法 1.	電源コードをインレットより引き抜きます。
2.	ヒューズホルダーを引き抜きます。
3.	新しいヒューズと交換します。
4.	元通り組み立てます。

a

b

注意
ヒーター交換は大変危険ですので必ず電源を切り、そして
上記の手順に従って行ってください。
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10. エラー表示
ハッコー FR-803Bは不具合が生じた時に、各種エラー表示を行います。
もしこのような表示がなされた場合、下記の「トラブル発生時に」をご覧ください。

●	センサーエラー

●	ヒーターエラー

センサー切れ(センサー回路を含む)の可能性が
ある場合  を点滅させ、通電をストップしま
す。

ヒーターに通電しているにもかかわらず、熱風の温
度が降下すると、  を点滅させ、ヒーター切れ
の可能性を示します。

11. トラブル発生時に
 警　告

●	内部点検や部品交換の際､電源プラグは必ず抜いてください。感電の恐れがあります。

●	電源スイッチを入れても動作しな
い。

点検 ：	電源コードまたは接続プラグがはずれていませんか。
対処 ：	接続する。
点検 ：	ヒューズは切れてないですか。
対処 ：	なぜヒューズが切れたのか原因を確認した後、交

換してください。

点検 ：	センサーは切れていませんか。
対処 ：	センサーの抵抗値を測定します。.

抵抗値が∞の場合、部品を交換してください。

点検 ：	ヒーターは切れていませんか。
対処 ：	ヒーターの抵抗値を測定します。.

正常値は、100〜120Vの常温時で32Ω(±10%)
です。抵抗値が異常な場合は部品を交換してください。

点検 ：	モードがAUTOになっていますか。
対処 ：	AUTOモードにしてください。
点検 ：	設定範囲外の入力をしていませんか。
対処 ：	設定範囲内の値を入力してください。

点検 ：	バキュームボタンを押していますか。
対処 ：	バキュームボタンを押してください。

●	センサーエラー  が点滅する。

●	ヒーターエラー  が点滅する。

●	プロファイルの設定ができない。

●	バキュームボタンを押しても	
バキュームポンプが止まらない。
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SOJPLCC BGA(CSP)SOPQFP 0.8

1.8

A

B

エアーノズル（全ノズル共通）

※ハッコー850B,850にはバキューム機能はありません。●バキューム機能が使用できるノズル
A1125B
QFP 10×10用

10

10

A1126B
QFP 14×14用

15

15

A1127B 
QFP 17.5×17.5用

A1128B
QFP 14×20用

A1129B
QFP 28×28用

19
19

21

15 29

29 

A1135B
PLCC 17.5×17.5用 
(44 ピン)

15

15

A1136B
PLCC 20×20用
(52 ピン)

A1139B
PLCC 12.5×7.3用
(18 ピン)

A1137B
PLCC 25×25用
(68 ピン)

A1138B
PLCC 30×30用
(84 ピン)

19 

19

24

24

29

29

6.9
6.

9

A1140B
PLCC 11.5×11.5用
(28 ピン)

A1141B
PLCC 11.5×14用 
(32 ピン)

10 

10

10

15

21

21

A1182B
BQFP 24×24用

18.5

10
 

A1187B
TSOL 18.5×8用 

A1259B
SOP 13×28用

13.5

A1261B
QFP 20×20用

21

21

A1262B
QFP 12×12用

12

12

29
 

A:10.2 
B:10.2

A:15.2
B:15.2 A:19.2

B:19.2
A:15.2
B:21.2

A:18.5
B:18.5

A:21
B:21 A:26

B:26 A:31
B:31

A:29.7
B:29.7

A:  9
B:14 

A:13
B:13 A:15

B:13

A:24.2
B:24.2 

A:12.2
B:12.2A:20.2

B:20.2

単位：ｍｍ

No.

C0.8
D1.8
A1125B~A1129B
A1131~A1141B
A1180B~A1189B
A1203B~A1266B

C1.0
D2.0
A1191

C0.8
D2.0
A1192

A1257B
SOP 11×21用

11.7

21
A1258B
SOP 7.6×12.7用

8.2
11

.7

A1260B
SOP 8.6×18用

8.7

19
 

A1470
BGA 8×8用

A1471
BGA 12×12用

A1472
BGA 13×13用

A1473
BGA 15×15用

A1474
BGA 18×18用

A1475
BGA 27×27用

A1476
BGA 35×35用

A1477
BGA 38×38用

A1478
BGA 40×40用

13

13

41

41

39

39

36

36

28

28

16

16

19

19

14

14

9

9

A1180B
BQFP 17 x 17用

13.6

13
.6

A:18.2
B:18.2

A1181B
BQFP 19 x 19用
          

16

16

A:19.2
B:19.2 

A1184B
SOJ 18 x 8用 

10 

19

A1185B
TSOL 13 x 10用

A1186B
TSOL 18 x 10用

18.2

11
.7

11.9

10

A1188B  PLCC 9 x 9用 
               (20 ピン)

10

10

A:11
B:11

A1203B QFP 35 x 35用 

31

31

A:35.2
B:35.2

A1214B
SOJ 10 x 26用

12

25
.9

A1215B QFP 42.5 x 42.5用 

40

40
 

A:42.5
B:42.5

A1189B PLCC 34 x 34用
                         (100 ピン)

33.5

33
.5

A:36.5 
B:36.5

A1263B
QFP 28×40用 

39

29
 

A1264B
QFP 40×40用

39

39

A1265B
QFP 32×32用

31

31
 

A:32.2
B:32.2

A:40.2
B:40.2

A:27.7
B:39.7

12. オプション（ノズル）
注意

品名/仕様のサイズは、
ICパッケージの大きさ
を表示しています。
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単位：ｍｍ●バキューム機能が使用できないノズル

A1124B  Ø2.5用

内径 Ø2.5

A1130  Ø4.4用 A1133
SOP 7.5×15用

A1131
SOP 4.4×10用

A1132
SOP 5.6×13用

内径 Ø4.4
4.8

10

5.7

15

7.2

16

A1134
SOP 7.5×18用

7.2

19

A1142B  1.5×3用

45°
内
径

1.5

内
径

3

10
5

A1325  Ø1.5×5-10用

内径ø1.5

5 10

スライド式ノズル

ノズル幅
5～10ｍｍの
ピッチで可変

ノズル正面

ビスをゆるめて必要寸法にセットして、
再びビスを締めるだけの簡単スライド方式

シングル シングル

シングルマガリ

ビス

A1183 SOJ 15 x 8用

8

16

A1190 シングル 2本
            2.5 x 9.5用

A1191
SIP 25L用

内径 Ø2.5
26 

2

A1192
SIP 50L用

52.5

2 

注意
旧パーツであるNo. A1124シングルφ2.5及びNo. A1142シングルマガ
リφ1.5×3はハッコー FR-803Bには使用しないでください。ハッコー FR-
803Bで使用した場合、熱風の吹き出し口を塞ぐため危険です。
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13. 部品リスト（ステーション部）
※	取り付けねじは、仕様覧に
記載されていない場合、.
別途ご注文ください。

図番 品番 部品名 仕様
① B3442 こてホルダー
② B3380 基板/制御用、トラ

イアック付
100~120V

③ B1028 ツマミ ねじ付
④ B1084 電源スイッチ
⑤ B2468 ヒューズ/125V-5A 100~120V
⑥ B2387 電源コード 2極接地型プラグ付
⑦ B2972 カード
⑧ B3410 中継コード

セムスねじ
スプリング、平ワッシャ付
M3×6 （2）

セムスねじ
スプリング、平ワッシャ付
M3×6 （2）

外歯付ワッシャ
呼3（1）
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4

7

3

5

6

2

9

1

8
セムスねじ
スプリングワッシャ付
M3×6 （4）

 

セムスねじ
スプリングワッシャ付
M4×6 （2）

トラスねじ
M4×5（12）

外歯付ワッシャ
呼4（2）

セムスねじ
スプリング、平ワッシャ付
M3×8 （1）

外歯付ワッシャ
呼4（1）
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HO
T

C
A
U
T
IO
N

4
7

9

10

3

5

6

8

2

1

13. 部品リスト（こて部）
※	取り付けねじは、仕様覧に
記載されていない場合、.
別途ご注文ください。

図番 品番 部品名 仕様
① B3015 グリップ ねじ付
② A1523 ヒーター 制御、コネクター用
③ B3009 マイカパイプB 100〜120V
④ B2995 ヒーター保護ガラ

スパイプ
⑤ B3008 マイカパイプA
⑥ B3095 パイプ組品
⑦ B3018 こて接続コード シリコンチューブ付
⑧ B1188 シリコンホース
⑨ B3023 バキュームパイプ

調節ツマミ（大）

図番 品番 部品名 仕様
⑩ A1520 吸着パッド/φ3.0 5ヶ入

A1438 吸着パッド/φ7.6 5ヶ入
A1439 吸着パッド/φ5.0 5ヶ入

タッピンねじ
呼  3×12（3）

タッピンねじ
呼  2.6×8（2）

タッピンねじ
呼  2.6×8（2）
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CN5

CN7
CN2

CN6

+
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GND

1

1

1

1 4

1

3

1 3

1

3

1 2

1 2

1

3

1
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3

1

SW1

START

SW2

VACUUM

12

1

3

14. 配線図

トランス

ポンプ

バキュームポンプ

基板

グリップ部

電源スイッチ

インレット

ポンプアース

ヒーター部

ヒーター

CAセンサー

グリップ基板

トライアック基板
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